
令和 3 年 12 ⽉ 26 ⽇ 
⽊津町区−006 

※次⾴参照願います。 

⽕災からかけがいのない⽣命、財産を守りましょう！ 
 
【⽕災警報器の設置義務】 

近年の住宅⽕災による死者数の増や、今後の⾼齢化進展を背景として、平成２３年
からすべての住宅を対象に住宅⽤⽕災警報器の設置を義務付けけられました。 

 
【住宅⽤⽕災警報器はなぜ必要か】 
 近年の住宅⽕災による死者（放⽕⾃殺者等を除く。）の発⽣状況を経過別に⾒ると、逃
げ遅れが最も多く、全体の約 6 割を占めています。また、死者の発⽣状況を時間帯別に
みると、⽕災死者数は就寝時間帯が多くなっています。 
 
【設置効果】 

消防庁において、住宅⽕災における被害状況を分析したところ、住宅⽤⽕災警報器が
設置されている場合は、設置されていない場合に⽐べ、死者数と焼損床⾯積は半減、損害
額は約 4 割減した結果となりました。 

 
【⽊津町区⾃主防災会からのお願い】 

⽕災警報器設置率を⾼める観点から、未設置の世帯は⽕災警報器を設置していただ
くようお願いするとともに、既に設置されている場合は定期点検をお願いします。 

 
⽊津町区⾃主防災会としては、⽕気の管理が困難なひとり暮らしの⾼齢者⼜は⾼齢者

のみの未設置世帯に対して⽕災警報器設置⽀援を考えています。 
⽊津町区⾃主防災会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

未設置の世帯 



◎参考 

 

・火災死者数（放火自殺者等を除く。）年齢別でみると、65 歳以上の高齢者

が 70.7％を占めており、特に 81 歳以上が多くなっている。 

年齢階層別の人口 10 万人当たりの死者数（放火自殺者等を除く。）は、年

齢が高くなるに従って著しく増加しており、特に 81 歳以上の階層が、全

年齢階層における平均の 4.3 倍となっている 

 

・住宅火災の死者（放火自殺者等を除く。）を時間帯別にみると、22 時から

翌朝 4 時までの時間帯の平均は全時間帯の平均の約 1.5 倍となっている 

 

・死者（放火自殺者等を除く。）の発生状況を死に至った経過別にみると、

逃げ遅れが最も多くなっている 

 

・住宅火災の着火物（発火源から最初に着火した物）別死者数（放火自殺者

等を除く。）をみると、寝具類に着火した火災による死者が最も多く、次

いで衣類、屑類となっている 

 

・住宅火災の発火源別死者数（放火自殺者等を除く。）をみると、たばこに

よる死者が最も多く、次いでストーブ、電気器具となっている。 

 

・建物火災による死者の 89.7％が住宅で発生 

 

※平成 30 年消防白書より 






